
（一社）南知床標津町観光協会
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北海道標津町の概要・位置

世界自然遺産知床の南に位置する標津町（しべつ）は、水産業と酪農業を基幹とする生産の町です。

古くから鮭を中心とする漁業により開けたまちである一方、明治時代後半から大正時代にかけて、入植者
により開拓されました。

「シベツ」の語源は、アイヌ語で「鮭のいるところ、大川または本流」の意味があります。

■人 口 4,649人（令和8年7月1日現在）

■世帯数 2,386世帯

■平成19年（2007年）

「日本で最も美しい村」連合に加盟

■令和２年（2020年）

『「鮭の聖地」の物語～根室海峡一万年の道程～』が
日本遺産に認定（※１市３町で連盟申請）

■中標津空港から車で３０分程度
■体験から学ぶ体験型観光を推進
■「鮭の聖地」源流のまち 関係人口を創出

■標津町観光ポータルサイト
「けさのさけ」
総合的な観光の情報発信

標津町
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教育旅行の受入目的

地域と共に学び、持続可能な社会の創り手へ
・主体的に学び、多様な他者と対話をしながら当事者意識を持ち、問題を
発見・解決できる持続可能な社会の創り手を育てることを目指しています。

・「知る（課題発見）→体験する（対話・協働）→考える（解決策の提
案）」という学習サイクルを通じ生徒たちは社会への理解を深め、創造的
な思考力を養うことができると考えています。

・体験プログラムでは、食文化に触れ、郷土料理の味わいを楽しんだり、
豊かな自然や歴史を学ぶことで、生徒たちの知識と感性をより豊かに育む
ことができます。
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『北方領土平和学習ノート』の
作成について

～学校での事前学習と現地講話のセットによる
「自分ごと化」へのアプローチ～
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作成の背景と教育現場のニーズ

• 現状: 語り部活動を担う元島民の皆様の高齢化が進む中、これ
までの貴重な体験や正しい歴史的経緯を、いかに次世代へ確実
に継承していくかが重要となっている。

• 教育現場のニーズ: 隣接地域以外の学校にとっても、限られた
時間の中で領土問題の背景を事前に理解し、現地での学習効果
をさらに高めたいという要望。また、社会科以外の教員でもス
ムーズに事前学習を運営できるサポート教材へのニーズ。

これらの２つの課題を解決する

「橋渡し」となる教育旅行用の教材が必要
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標津町への教育旅行 学習補助教材「北方領土平和学習ノート」 6



教育現場の声を反映し、現地講話の効果を高める
『北方領土平和学習ノート』4つの特長

1. 「自分ごと化」の設計: 生徒自身の視点に置き換えて書き込め
る「気づきメモ」や振り返りページの配置

2. 講話を効果的にするための知識整理: 現地での講話を深く理解
し、学習効果をさらに高めるために必要な知識（歴史的経緯、
地政学的な視点、地域の自然や文化）を、教育旅行向けに体
系化。

3. デジタルとの融合: 誌面の２次元バーコードから関連する動画
や画像へアクセス可能。

4. 高い汎用性: ポイント整理や穴埋め問題を配置し、事前学習を
展開できる構成。
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学校での活用事例と生徒の変容

• ノートを活用した事前学習事例: 本ノートを活用し、歴史・地政学
の習得から、3つの観点（政治・経済・国民感情）による4コマの事
前探究学習を学校側で組み立てて実施。

• 現地講話での成果（生徒の変容）: 事前学習を経て臨んだことで、元
島民の方の講話がより深く浸透。

生徒から「歴史的な困難を乗り越え、未来を見据えて対話や平和的
な交流事業を大切にされている姿勢に感銘を受けた」「表面的な知識
としてではなく、多面的な視点から自分たちの課題として置き換えて
考えることが重要だ」という気付きが自発的に生まれた。
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実践から見えた課題と今後の展開

• 実践から見えた明確な課題: 「学校でのノート学習」と「現地

での講話内容」の連動性をいかに高めるかが、プログラムの質

を左右する重要な要素として浮き彫りに。

・課題解決へのアプローチ: 学校でのノート学習と現地の講話を

円滑に組み合わせ、生徒が課題を「自分ごと化」するために、講

話枠を「過去（歴史）のお話30分」「これからの未来・最新情

勢30分」の未来志向型プログラムへとシフトしていく必要性。
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• 個別すり合わせの必要性: 年間計画や修学旅行のタイミング、
事前学習に割けるコマ数は学校によって様々であるため、それ
ぞれの学校のスケジュールに合わせて事前にオンライン等で協
議を行い、学校側の学習進捗と現地の講話内容を丁寧にすり合
わせるプロセスが必要。

• プログラム化: 本成果をベースに、講話と教材をセットにした
プランとして、地域と学校、旅行会社が持続的に連携できる教
育旅行の内容としての確立を目指す。
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『教育民泊体制構築』について

～農林漁家だけでなく、地域の一般家庭の皆様に
もご協力いただける民泊プログラムの体制と仕組

みづくりを目指して～
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教育旅行民泊の基本理念と目的 

• 生徒をお客様としての「サービス」で迎えるのではなく、「家
族の一員として受入、ありのままの生活体験」を提供すること
が最大の目的

• 家庭での「普段の暮らしそのもの」が子どもたちにとって大き
な価値

• 共に暮らす体験や共同調理による食の学びを通じ、交流やコ
ミュニケーション力などの社会性を育み、心の平和を育てる

• 農林漁業・農山漁村文化等の体験
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活動を通じた子どもたちの変化 

• 最初は不安だった生徒も、「皆よろしくね」の一言ですぐに打
ち解け、特別なサービスではなく人との時間が価値に変わった

• 一緒に作って笑い合う共同調理の時間が、魚嫌いな子どもの行
動を変えるなど、大きな成長のきっかけに

• 教育旅行民泊は「教える」場ではなく、「一緒に過ごすことで、
子どもが自分で変わる場」
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【体験教育旅行】事例紹介動画
北海道標津町
自然・産業・北方領土を学ぶ教育旅行

https://youtu.be/mRU8BmTrS4k
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①北方領土学習（講話・施設見学）
②昼食（中・大規模 場所：標津番屋・あすぱる）
③体験プログラム（体験選択制）※荒天時プログラム含む

④オーダーメイド体験（例：活カレイ捌き）
⑤宿泊拠点型（宿泊のみ１泊～２泊、管内宿泊施設）
⑥複合型（体験・宿泊・昼食）
⑦農山漁村生活体験・民泊型
⑧フィールドワーク・ヒアリング（調査学習）

■体験・滞在の１泊２日以上の希望に対して対応
■現地コーディネーター配置、旅程管理・教育効果をサポート

受入プログラムの事例（目的別）
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掲載 令和7年8月25日 観光経済新聞 教育旅行特集

■日本遺産「鮭の聖地」の物語
～根室海峡一万年の道程～の発信
・地域の理解や関心を高める
・生徒の興味・関心の分野の深化

■北方領土の平和学習
・元島民の講話と北方領土館見学
＋学習の補助（学習ノート）活用

■農山漁村生活体験（教育民泊）
・各家庭（酪農家・漁家に限らず）で
共に暮らし交流を深める

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ→人間関係構築能力

■その他、SDGsプログラム造成、フィールドワー
ク・ヒアリングの受入 関係人口形成・社会学習の機会
創出

■標津町観光ポータルサイト 教育旅行情報発信強化
「けさのさけ」URL：
https://visitshibetsu.com/education/

今後の展望
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